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１．巻頭言

　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　須藤正起
　県視協会員の皆様こんにちは。新型コロナウイルスに振り回される様な１年でしたが、今年も後わずかとなりました。時期的にはインフルエンザが心配される頃ですが、コロナ対策として行っている手洗い、うがい、手指の消毒等で、ウイルスだけでなく風邪の予防にもなっているように思います。まだ、暫くは油断せず、これらの予防に努め、元気で年を越せるように頑張りましょう。

　さて、前号からの事業報告として、同行援護従業者養成研修（一般課程）を磐田市において１０月に開催したところ、４５名の申込みがありました。選定を行い一般課程３０名、追加課程１名の受講者に修了証が手渡されました。コロナ禍で外出を控える傾向にはありますが、生活用品等の買い物支援等、必要不可欠です。お互いに予防対策をしっかり取り、外出するよう心掛けましょう。

　本協会でも信号機延長装置「信Go!」アプリの検証、講習会等、開催しておりますが、各新聞社からの問合せ等、取材を依頼され回答している所です。静岡駅周辺に１０カ所、三島駅周辺に１３カ所とまだまだ設置箇所が少ない中、東京・大阪・名古屋を中心に2000カ所の設置が予定されていることもあり、マスコミも注目しているようです。関心が集まることで、更に全国展開が進めば安全な歩行確保の一助となるのではないかと期待しております。それに伴い、現在開発中のシグナルエイドへの組込みが早急に完成することを願います。方向指示等において、若干の不具合を指摘しており、そちらの改善についても進められる予定とのことです。

　１１月８日に開催された「ニュースポーツ普及事業」では、カローリング大会を行い、午前中はルールに沿って練習をし、午後はグループごとに試合形式で順位を競いました。天気にも恵まれ、体育館の窓を開けていても若干、汗ばむくらいに白熱し、大変盛り上がりました。１日を終える頃には、年齢を感じずにはいられませんでしたが、子供から高齢者まで楽しめる競技なので今後も、定期的に開催できたらと考えております。

　９日は、例年開催されている県健康福祉部長との懇談会があり、県庁の会議室にて各障害者団体長が集まり、事前に提出してある要望書を元に、意見交換等が行われました。要望に対する回答は、団体別に文書で届くので、役員へ配信している情報CDにて詳細を報告したいと思います。

　最後に県事業ではありませんが、わかふじ大会のグランドソフトボール競技の順位は、優勝は浜松クレバース。２位スルガジャガーズ、３位が中部ファイターズでした。詳細は今後、HP等への書込みがあるかと思います。

　来年はコロナが終息に向かうよう祈りつつ、皆様よいお年を！

２．冬は浜名湖の牡蠣「プリ丸」を食べに行こう

　　　　　　　　　　　　　　　　　掛川支部　藤原良雄

　皆さんこんにちは、日に日に寒さが増してまいりました。いよいよ冬到来と言う所でしょうか。

　私は冬が嫌いです。肌が乾燥し、かゆくなってくるし指は荒れるしとそれにしても今年は、新型コロナウイルスに振り回されてしまい我慢我慢の年で皆さん相当にストレスガたまっているものと思われます。私も好きなコンサートには１度しか行けなかったしプロ野球観戦にも行けなかったしと、もっともライオンズが猫になってしまったら何の魅力もありません。そんなわけで今年は珍しく読書で楽しみました。たまには本を読むことも良いですね。

　さて、皆さん、冬に何か楽しみがありますか？　私は数年前からはまっていることがあります。それは、焼き牡蠣を食べに行くことです。今回は、その話をしたいと思います。

　湖西市新居町では１０年ほど前から、浜名湖産の養殖牡蠣を使って商工観光課が中心となって、町おこしのために、牡蠣小屋を始めました。新居といえば関所か、競艇かという所で良いところに目をつけたなあと思います。新居の牡蠣「プリ丸」は身の大きさと濃厚な味が魅力のブランド牡蠣です。静岡県で唯一牡蠣の養殖が行われている浜名湖、その歴史は古く明治２０年頃、舞阪で始まったとされる。現在の生産量は、広島や宮城などの大産地に比べればかなり少ない。しかし、近年注目を浴び東京の市場にも出荷されている人気ブランドである。

　「プリ丸」の養殖期間はおよそ２年半、その間に３回程度養殖の場所を変えるのが大きな特色、夏は潮通しの良い、湖南部で、秋から春にかけては餌となる植物プランクトンが豊富な湖北部の牡蠣棚へと牡蠣を移動する。このきめ細かな世話が身の大きい濃厚な味を作るのだそうだ。ちなみに「プリ丸」は全国牡蠣生産量の０.３％。この希少性も「プリ丸」を人気ブランドに押し上げた理由かも知れない。牡蠣の水揚げが行われるのは１１月から３月末の早朝。年内は東京の市場に、そして浜松市場へは年明け１月から冬季限定でオープンする。

「海湖館」の「牡蠣小屋」に出荷する。浜名湖の牡蠣は、生食用ではなく加工用が基本。「プリ丸」は、火を入れても小さくならないので、焼いても揚げても多彩な料理に使うことができる。牡蠣は焼いて食べるのが最高です。中には、醤油をつける人もいるようですが、私は、焼いてそのままいただきます。新居は海に面しているので、まさに、ど寒い中を行くので行っただけの価値があると思います。

　まさに、絶品です。そして、至福のひとときでもあります。たまには自分にご褒美はいかがですか？　ただ、採れる量が何といっても少ないので焼き牡蠣の料金は少し高めです。去年までは、４つで千円でしたが、今年は、３つで千円でした。焼き牡蠣をいただいた後、隣の食堂でゆっくり食事もできます。そこで調理された物はそんなに高くはありません。「海湖館」は、新居ブランドの牡蠣(プリマル)が食べられる１月～３月限定オープンの人気スポットです。毎年、3ヶ月間で、２万人が訪れます。焼いて食べる場合は、自分で焼くのが基本ですが、私たち、視覚障害者の場合は、店の人にお願いすれば焼いていただけます。出かける際は、必ず予約してからお出かけください。

　電話　090-8186-1217

　営業 １月第１土曜日から３月末まで　１０時から１４時

　土曜・日曜・祝日　９時から

　休み　　月曜日（月曜祝日の場合は翌日）

　新居の駅から南口に出ていただき、携帯で遠鉄タクシーに連絡を取ってください。料金は、千円前後です。

　果たしてこの冬は、コロナのことも心配されるので営業できるのかなあ…？

３．健康づくりはカラオケで楽しもう

　　　　　　　　　　　　　　　富士宮支部　樅山勝弘

　ことの始まりは、「談話室」への参加。仲間とのカラオケを楽しむことから始まる。何となく覚えている懐メロ、メロディーは知っていても、歌詞が出てこない。ボランティアの方に読んで頂くもののそれに集中するため、気分がいまいち乗れないのが悔やまれる。歌を練習するもなかなか覚えられないのが事実。覚えようとしても気力も少ないことや、年齢とともに記憶力の減退は仕方ないにせよ情けなさを感じる。

　仕事を退職してから、市の特定検診を受け、ある程度覚悟はしていたが、その結果に驚く。血圧や血糖値が高め、体重もおなか周りもメタボ、糖尿病の予備軍と告げられ、そこで保健指導員からのアドバイスで、自分自身で目標を立て生活習慣を見直すことになり、体重を減らそう「毎日一時間程度の運動をしよう」「野菜は多めに摂ろう」「大豆製品を摂ろう」など、無理のない程度の計画を立て、半年後に評価し検討することを約束し実行に入った。

　以前、通販から購入した歩行マシーンは、家の中で動くことなく部屋の邪魔者になっていた、これを活用しよう。まずは歩行マシーンで毎日３０分１セット歩くことから始め、二週間が過ぎても体には特段の変化は見られない。そんなとき、私の体の中ではもう一人の私が一日くらい休んでも変わらないしとか、無理して痩せなくともなどと、様々な誘惑が私を襲い続ける。ストレスをためないで、楽しく運動する方法は何か。そこで思いついたのが、週一で開いている「談話室」仲間のカラオケ練習会だ。練習会に備え、歌を歌いながらの運動をしようと考えた。歌を覚えることに集中しているため、運動量(バイク３０分１セット)を増やしても特段苦にすることなく続けることがてきるようになっていた。完ぺきでないにしても数多くの歌を覚えるまでに至り、運動時間は９０分を越えるまでになっていた。歌のうまいへたは別にして、カラオケの歌い方も変わり、気持ち良く歌えるようになっていた。

　それからというもの、体重は徐々に減りはじめ、現在の体重は６２Kg台、BMI・体脂肪も正常値、血液データも正常値範囲内で落ち着いている。「継続は力なり」、運動を始めて間もなく２年となるが、ほぼ毎日１時間から２時間の運動と大声を出しての歌の練習は、ストレスの解消にも役立っているようだ。現在「談話室」カラオケ練習会は終了しているが、引き続き健康維持とストレス解消を目的に、楽しく爽やかな汗を流しつつ運動を続けている。

　しかしながら、今年の夏は連日の猛暑続きと、私を取り巻く環境の変化から心も体も疲れ、一時的に運動は休みがちになり、さらには晩酌とおつまみの量も増え、結果として、体重は増える傾向になっていた。

　そんなときは自分と向き合い、マイナス思考にならないように気持ちを改め、冷静さと身の回りの環境の変化に負けない、忍耐と努力に向かって楽しみながらを第一に、健康管理に努めることが大切。

　また、音声体重計「体素計」に乗り、健康のチェックをしつつ、自己満足の世界に入り、好きなお酒は毎晩適度な量のお酒でアルコール消毒をし、優雅で楽しい初老の日々を過ごしている。

４．新しい生活スタイル

　　　　　　　　　　　　　　　熱海支部・菊池一郎
　連日、３５度を超えるような酷暑が続いていたが、ここ２、３日前からは、朝晩は若干過ごしやすくなってきた感じである。

　夜、網戸越しの風に乗って、秋の虫の声も聞こえてくるようになった。

　「どんな状況であっても、必ず季節は巡って行くものだなあ」と、妙なところで、しみじみと実感させられるのである。

（1）

　先日から、家中のカーテンを毎日少しずつ洗濯しているのだが、廊下の所の物を階段の手すりによじ登ってはずしたり取り付けたりしていたら、背中の左側を軽くグキッとひねってしまった。
　昨日の日曜日に、同行のヘルパーさんと買い物に出かけたので、午前中にあらかじめ予約してあった駅前にある鍼灸院（まだ若い健常者の男性が現在は一人で行っている）を訪れた。

　普段ならば30分コースで、軽く鍼だけをしてもらうのだが、今回は少しばかり重傷なので、1時間コースで鍼とマッサージの両方をお願いした。

　治療を受けながら患者さんとして感じたことは…

１、足を揉まれているだけでも、背中や腰が少し楽になっていくこと。

２、うつ伏せの姿勢でも、肩胛骨の運動法はできるのだなあということ。

３、鍼はきちんと所見に当たれば、浅くてもしっかりと響くんだなあ（自分の場合は皮膚がかなり過敏な体質なので、

今回もステンレス鍼の寸3の1番を使用）ということ。

４、治療を受けていると、

施術者の手は、必ず温かくなって行くということ。

５、治療前と治療後では、

背中や腰や肩や首の筋肉の緊張感と重苦しさと鈍痛が、

かなり改善されるということ。

　まあ、これは、別にことさらに言うべきほどのことでもないとは思うが、自分が治療する側になった際には、常にその辺を意識しながら施術に当ることも大切なのではないかと思う。

　やはり「それなりの治療効果」を実感してもらい、それを上げて行かないと、治療院としては生き残っては行けないのである。

（2）

　その治療院で、「最近（といっても1年ほど前から）、熱海駅から平和通りを下ったところに、四角いシュークリームの専門店ができて、かなり人気になっている」という話を聞いたので、帰りがけに早速、寄ることにした。
同行のヘルパーさんの話によると、駅前は以前のようなにぎわいを取り戻しつつあり、若い家族連れなどが結構歩いているとのことである。
「熱海スクエアシュークリーム」のお店には、生クリームやカスタード、抹茶味など5、6種類の商品が並んでいて、今回自分は、来宮神社の例大祭で有名な「麦こがし」を使った「ブリュレ」（税込み400円）を一つだけ購入し、外のベンチに座って、その場で食べることにした。

ちょうど手のひらに乗るような大きさで、確かに立方体の形をしており、表面はアーモンドでキャラメリゼしたような感じに香ばしくパリパリ、皮はサクサク、中のクリームはぎっしりと詰まっていて、なかなかの美味であった！

（3）

その日は天気もよかったので、普段の運動不足の解消のために、そのままマックスバリュまで歩くことにした。
スーパーの入り口には消毒液が用意されていて、手の消毒を済ませると、３階の衣料品売場で夏用のパジャマを一組新調し、同じフロアーにあるドラッグストアで、シャンプーの詰め替え用やトイレマジックリン、カビキラーにパイプマンなどの日用品を購入してから、１階の食料品売場へと降りた。
普段は「おうちコープ」の宅配サービスを利用していて、毎週水曜日に、その商品が配達されるのだが、それでも日曜日頃には、どうしても野菜や惣菜などが不足してしまう。

 今回も冷凍の野菜やできあがったばかりのお惣菜、その日の夕飯用の中華弁当、それに朝食用のパンやカップめんなどを購入！
持参したレジ袋が4つほどいっぱいになってしまったので、

タクシーで帰宅した。  

新型コロナウイルス騒ぎが始まってから半年以上がたち、

「ステイホームなどといった外出の自粛」や「３密を避けた新しい生活」などが呼びかけられて久しい。
ついこの前までは、視覚障害者協会の会議や行事などで出かける機会も結構多かったのだが、ここ数ヶ月間は、市外への外出は皆無といってよい。

同行のヘルパーさんとの外食も、未だに許されてはいない。
いくらオンラインでのミーティングや飲み会などへ参加してみても、実際に人と人とが接することができないのは、やはり寂しいものである。
そして…

「日曜日の午前中はヘルパーさんといっしょにスーパーなどへの買い物と、午後からは毎週、いつもいらしてくださっている患者さんの治療」というのが、自分にとっての「新しい生活のスタイル」になりつつある。
いつかまた、これまでのように市外や県外へも自由に外出し、

友人や仲間たちと、ごくふつうに語り合うことのできる日を夢みながら、新型コロナ騒動が収束するまでの数年間は、このような生活を維持していくしかない、と、改めて思うのであった。

５．事務局からのお知らせ

１．収益事業について

　イトメンのうどん・そばの販売を致しております。県視協の収益金と各支部への還元金となりますので、ご協力を宜しくお願い致します。販売は２月末日までとなります。

２．賛助会員のご紹介

賛助会員として、ご協力を頂いている方々をご紹介いたします。

（敬称省略）今村光宏、FCコレチーボ静岡（代表　斯波千秋）、以上１名と１団体含めて現在１０名と１団体の賛助会員にご協力いただきました。今後ともご協力よろしくお願い致します。
３．訃報のお知らせ

　去る１０月２日に函南支部の小川博志様がご逝去されました。

謹んでご冥福をお祈り致します。

４．年末年始のお休みについて

　１２月２９日（火）から令和３年１月３日（日）まで、事務所がお休みになります。ご迷惑をお掛けしますが、ご協力よろしくお願い致します。

６．編集後記

　
会員の皆様、日頃県視協通信の発行に御協力いただき心より御礼申し上げます。

　米国を二分する接戦となった大統領選を制したのは、民主党のジョー・バイデン前副大統領（７７歳）でした。米国では、新型コロナウイルスの感染者が１０００万人に迫り、死者も２３万を超えるといわれています。

　そんななか、米製薬大手ファイザーは、開発中の新型コロナウイルスのワクチンの緊急時の使用許可申請を月内にも行うというニュースが飛び込んできました。我が日本では寒さが厳しくなるにつれてここ数日急にウイルス感染者が増えています。今回発表されたワクチンが公表通りその効果を示し、１日も早く新型コロナウイルスの早期収束が進むことを心よりお祈りします。

　それでは皆様良いお年をお迎えください。

編集人　安松和男

住所　〒430-0925　浜松市中区寺島町４０４－２

電話　053-456-4040

メールアドレス　harry-yasu@sf.commufa.jp
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